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「千葉ものづくり認定製品」のトライアル発注の評価について 

 

 このことについて、「千葉ものづくり認定製品」のトライアル発注実施要領第６条

第２項の規定により、下記のとおり報告します。 

記 

 

１ 製品名 微小球反発硬さ試験機 

２ 製品の数量 一式 

３ 製品の使用箇所 産業支援技術研究所 加曽利庁舎・天台庁舎 

４ 製品の使用目的 産業支援技術研究所が実施する企業支援業務に使用できるか

検証するため。 

５ 製品の使用方法 大型のサンプルや切断等による試料調製が困難なサンプルな

ど、現在保有している硬さ試験機では対応できない硬さ試験

に使用。 

６ 製品の使用評価・

効果 

 

別紙資料のとおり性能調査を行ったところ、①既存の硬さ試

験機と同様のデータを得られること、②基本となる鉛直方向

の試験のみならず、水平、倒立といった条件でも試験可能で

あることが確認できた。 

以上のことから、既存の試験機を持ち込めない現場での製品

や施設の管理に際して、本試験機は非常に有効であるといえ

る。技術相談等の企業支援業務で活用できると考えられる。 

７ 製品の改良点等 測定位置を目視できず、使いづらく感じた。 

試験方法が標準化されると依頼試験事業での活用も視野に入

り、企業支援に一層役立つと考えられる。 

８ 評価者等 課名 企画連携室 電話番号 043-231-4326 

担当者職・氏名 主任上席研究員・田中 弥 

 



別紙 

微小球反発試験機（eNM3A10）の動作確認 
１．微小球反発硬さと在来試験硬さの関係 
 微小球反発試験機（eNM3A10）で測定される微小球反発硬さと在来のビッカース硬さ、ロックウェル
硬さ（HRC、HRB）及びブリネル硬さとの関係を調査した。 
１．１ ビッカース硬さとの関係 
 表１に示した硬さ基準片（山本科学工具研究社製）を用いて、微小球反発試験機により各 5 測定を行
った。 

表 1 硬さ基準片 
硬さ種別 呼び硬さ 材質 測定面の仕上げ 

HMV(0.1) ９０７ SK85 超仕上げ 
HV(30) ７００ SKS3 バフ仕上げ 
HV(10) ６０４ － バフ仕上げ 
HV(10) ５０３ － バフ仕上げ 
HV(10) ３９４ － バフ仕上げ 

HMV(0.1) ２９７ SK85 超仕上げ 
HV(10) １９５ － バフ仕上げ 

HMV(0.1) １０５ C2600P 超仕上げ 
 

 なお試験の実施に際しては、硬さ基準片を事務机に置いて測定を行った。その測定結果を図１に示し
た。 
 

 
図 1 ビッカース硬さとの関係 
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１．２ ロックウェル硬さとの関係 
 表２に示した硬さ基準片（山本科学工具研究社製）を用いて、微小球反発試験機により各 5 測定を行
った。 

表２ 硬さ基準片 
硬さ種別 呼び硬さ 材質 測定面の仕上げ 

HRC ２９．８ SK85 バフ仕上げ 
HRC ３３．７ SK85 バフ仕上げ 
HRC ５０．３ SK85 バフ仕上げ 
HRC ６０．５ SKS3 バフ仕上げ 
HRB ３２．９ － 定盤ラップ仕上げ 
HRB ４２．１ － 定盤ラップ仕上げ 
HRB ６２．６ － 定盤ラップ仕上げ 
HRB ９２．２ SK85 定盤ラップ仕上げ 

 
なお試験の実施に際しては、硬さ基準片を事務机に置いて測定を行った。HRB 及び HRC との関係を

図２，３に示した。 
 

 
図２ HRB との関係 
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図３ HRC との関係 

 
１．３ ブリネル硬さとの関係 
 表３に示した硬さ基準片（山本科学工具研究社製）を用いて、微小球反発試験機により各 5 測定を行
った。 

表３ 硬さ基準片 
硬さ種別 呼び硬さ 材質 測定面の仕上げ 

HBW(10/3000) １４８ S45C 精研 
HBW(10/3000) ２５５ SK85 精研 
HBW(10/3000) ４０２ SK85 精研 
HBW(10/3000) ５４２ SK85 精研 

 
なお試験の実施に際しては、硬さ基準片を事務机に置いて測定を行った。ブリネル硬さとの関係を 

図４に示した。 
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図４ ブリネル硬さとの関係 

 
２．傾斜した試料での測定 

傾斜した試料での測定に際しては、測定面に垂直に微小球反発試験機が接触するように、試験機本体
を傾けなければならない。そこで表１の呼び硬さ１９５と３９４の硬さ基準片を傾斜させて測定した結
果を図５に示した。なお試料角度は事務机表面と硬さ基準片測定面のなす角とし、それぞれの角度で各
5 測定した。 

 

 
図５ 試料角度の影響 
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３．まとめ 
微小球反発試験機で測定される微小球反発硬さと、従来の硬さ試験機（ビッカース試験機、ロックウ

ェル試験機及びブリネル試験機）で測定される硬さを比較した結果以下のことが分かった。 
１）微小球反発試験機で硬さの測定が可能である。 
２）測定する試料面は、鉛直、水平及び倒立等のどの方向であろうとも測定が可能である。 
このことより、従来の試験機を持ち込めない現場での製品や施設の管理に際して、当該機器は非常に

有効であるといえる。 


